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認知症を理解する３

～認知機能の障害をケア・支援するということは～

複合した認知機能障害の
総称である

認知症というのは
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認知機能の障害があることによって

認知機能の障害が複雑に絡み合い
生活がうまい具合にいかなくなってゆきます

ケアとＣＡＲＥ
ケアの意味とCAREの訳の違い
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その人間の持つ
認知機能の障害をケアする

ということは

生活をベースに
どの機能等が複雑に絡み合って

うかくいかないのかを気にかけながら
見極め・支援してゆくことである
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認知機能の障害への支援

•『手続き記憶に働きかける』
•『見当識への働きかけ』
•『実行機能への働きかけ』

アウルの支援について
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認知機能の繋がりと継続を通して
身体と心と感情を癒してゆく

認知機能の障害により起きる状態が主体的に緩和されてゆく

生活の支援のポイント 『生活の点の見極めから線へ繋げる（生活の再構築）』
認知症の状態にある人の生活行為の困りごとと支援の仕組み
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『人』と『認知症』の繋がり図（全体像）
認知機能の変化（中核症状）

適応行動・状態（BPSD）記憶への支援
・思い出せなくなる・覚えられなくなる
見当識への支援
・時間や場所がわからなくなる
・物の名前がわからなくなる
実行機能への支援

（失行／失認／失語など）
・生活行為ができなくなる

（着替え・料理・トイレの始末等）
・字が書けなくなる
・判断ができなくなる
・計算ができなくなる
・同時に複数の事ができなくなる

幻覚・妄想
無気力になる・うつになる
便をいじる
食べられないものを口に入れる
作話 夜中に混乱する
怒りっぽくなる・暴力をふるう
道に迷う
ごまかす・とりつくろう

身体的要因： 慢性的な病気、脱水、便秘、発熱、薬の副作用等、身体的な変化
心理的要因： 不安感、不快感、過度のストレス、焦燥感、混乱状態、被害感等、心理的な変化
社会的要因： 社会的な喪失感等、社会的な変化、人間としての存在価値の変化
環境的要因（物的）：不適切な環境刺激（音、光、陰、風、空間や圧迫感等）の物的な変化
環境的要因（人的）：人及び人が原因で起こる様々な人間関係の変化
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適応している姿
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次回の予告
７月２５日（水）

１９：００～２０：００
小規模多機能地域交流室
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『アセスメントについて』

皆さん、お疲れ様でした。
ありがとうございました。


